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【届出の対象とした募集（売出）外国投資証券に係る外国投資法人の名称】  

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ

－フランクリンＫ２オルタナティブ・ストラテジーズ・ファンド

（Franklin Templeton Investment Funds

- Franklin K2 Alternative Strategies Fund）

 

【届出の対象とした募集（売出）外国投資証券の形態及び金額】  

記名式無額面投資証券  

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ

－フランクリンＫ２オルタナティブ・ストラテジーズ・ファンド

－クラスＡ（ａｃｃ）米ドル投資証券

 

 上限見込額は１億1,000万米ドル（約121億4,620万円）である。  

 （注１）上限見込額は、便宜上、ファンドのクラスＡ（ａｃｃ）米ドル投資証券の

2017年８月末日現在の１口当たり純資産価格（11.00米ドル）に1,000万口を

乗じて算出された金額である。

（注２）米ドルの円貨換算は、特に記載がない限り、2017年８月31日現在の株式会社

三菱東京ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝110.42円）に

よる。以下同じ。

 

【縦覧に供する場所】 該当事項なし  
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

2017年10月20日に提出した有価証券届出書（2017年12月22日付、2018年２月13日付および2018年３月30

日付有価証券届出書の訂正届出書により訂正済。）（以下「原届出書」といいます。）について、2018年

６月付で投資方針、投資リスクおよび定義等に関する事項が修正され、ファンドの設立地における目論見

書が更新されましたので、これに関する記載を訂正するため、本訂正届出書を提出するものです。

なお、下線の部分は訂正部分を示します。

 

 

２【訂正の内容】

 

第二部　ファンド情報

第１　ファンドの状況

２　投資方針

＜訂正前＞

（前略）

投資方針

（中略）

ファンドは、ヘッジ目的、効率的なポートフォリオ運用目的および／または投資目的で、金融デリバ

ティブ商品を活用する。かかる金融デリバティブ商品は、規制市場または店頭で取引され、とりわけ、

（ｉ）株式または固定利付債および指数に基づく先物を含む、先物契約、金利先物および通貨先物なら

びにそれらのオプション、（ⅱ）株式スワップ、通貨スワップ、金利スワップ、株式、固定利付債およ

び／またはコモディティに関連するトータル・リターン・スワップ、クレジット・デフォルト・スワッ

プ、ならびにそれらのオプション、（ⅲ）指数、個別の証券または通貨に対するコール・オプションお

よびプット・オプションを含むオプションならびに（ⅳ）為替先物契約を含む。金融デリバティブ商品

の利用は、特定の資産クラス、イールド・カーブ／デュレーションまたは通貨に関してネガティブなエ

クスポージャーとなるおそれがある。

ファンドは、とりわけ株式、固定利付債および通貨を含む様々な資産クラスにロングおよび／または

シンセティック・ショート・ポジションを持つことができる。ロング・ポジションは、原証券または原

資産クラスの価格の上昇により利益を得るが、ショート・ポジションは、当該価格の下落から利益を得

る。シンセティック・ショート・ポジションに対するエクスポージャーは、金融デリバティブ商品を利

用することによりもたらされる。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

投資方針

（中略）

ファンドは、ヘッジ目的、効率的なポートフォリオ運用目的および／または投資目的で、金融デリバ

ティブ商品を活用する。かかる金融デリバティブ商品は、規制市場または店頭で取引され、とりわけ、

（ｉ）株式または固定利付債および指数に基づく先物を含む、先物契約、金利先物および通貨先物なら

びにそれらのオプション、（ⅱ）株式スワップ、通貨スワップ、金利スワップ、株式、固定利付債およ

び／またはコモディティに関連するトータル・リターン・スワップ、クレジット・デフォルト・スワッ

プ、ならびにそれらのオプション、（ⅲ）指数、個別の証券または通貨に対するコール・オプションお

よびプット・オプションを含むオプションならびに（ⅳ）為替先物契約を含む。金融デリバティブ商品
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の利用は、特定の資産クラス、イールド・カーブ／デュレーションまたは通貨に関してネガティブなエ

クスポージャーとなるおそれがある。

ファンドは、とりわけ株式、固定利付債および通貨を含む様々な資産クラスにロングおよび／または

シンセティック・ショート・ポジションを持つことができる。ロング・ポジションは、原証券または原

資産クラスの価格の上昇により利益を得るが、ショート・ポジションは、当該価格の下落から利益を得

る。シンセティック・ショート・ポジションに対するエクスポージャーは、金融デリバティブ商品を利

用することによりもたらされる。

 

2018年８月21日を効力発生日として、以下が適用されます。

ファンドは、ヘッジ目的、効率的なポートフォリオ運用目的および／または投資目的で、金融デリバ

ティブ商品を活用する。かかる金融デリバティブ商品は、規制市場または店頭で取引され、とりわけ、

（ｉ）株式または固定利付債および指数に基づく先物を含む、先物契約、金利先物および通貨先物なら

びにそれらのオプション、（ⅱ）株式スワップ、通貨スワップ、金利スワップ、株式、固定利付債およ

び／またはコモディティに関連するトータル・リターン・スワップ、クレジット・デフォルト・スワッ

プ、ならびにそれらのオプション、（ⅲ）指数、個別の証券または通貨に対するコール・オプションお

よびプット・オプションを含むオプションならびに（ⅳ）為替先物契約を含む。金融デリバティブ商品

の利用は、特定の資産クラス、イールド・カーブ／デュレーションまたは通貨に関してネガティブなエ

クスポージャーとなるおそれがある。金利先物やコモディティ・指数のトータル・リターン・スワップ

などの金融デリバティブの利用も、後述の「グローバル・エクスポージャー」のセクションで詳述する

ように、ファンドのレバレッジ水準の大幅な増加の要因となる可能性がある。

ファンドは、とりわけ株式、固定利付債および通貨を含む様々な資産クラスにロングおよび／または

シンセティック・ショート・ポジションを持つことができる。ロング・ポジションは、原証券または原

資産クラスの価格の上昇により利益を得るが、ショート・ポジションは、当該価格の下落から利益を得

る。シンセティック・ショート・ポジションに対するエクスポージャーは、金融デリバティブ商品を利

用することによりもたらされる。

（後略）

 

３　投資リスク

＜訂正前＞

（前略）

クラス・ヘッジ・リスク

本投資法人は一定の投資証券クラス（以下「ヘッジ投資証券クラス」という。）に関連して為替ヘッジ

取引を行うことができる。ヘッジ取引は、可能な限り、投資家のために通貨リスクを低減することを意図

する。

ファンドの一または複数のクラスについて当該ヘッジ戦略を実施するために用いられる金融商品は、当

該ファンド全体の資産および／または負債とするが、関連するクラスに帰属し、関連する金融商品の収

益／損失および費用は、関連するクラスにのみ発生する。一クラスの為替エクスポージャーは、ファンド

の他のクラスのエクスポージャーと合算または相殺することはできない。一クラスに帰属する資産の為替

エクスポージャーは、他のクラスに割り当てられない。ヘッジは買戻指示とヘッジ取引の執行までの短期

間に100％を超過することがあるが、クラスの為替ヘッジ取引の結果、意図的なレバレッジは行われないも

のとする。

為替リスクをヘッジする試みが成功する保証はなく、ヘッジ戦略は為替リスクを完全に排除することは

できない。ヘッジ戦略が不完全または不成功の場合、ファンドの資産および収益の価額は、為替レートの

変動から影響を受け続ける可能性がある。

（中略）
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リスクに関する留意事項

 

下記のリスクは、ファンドの主たるリスクである。投資者は、他のリスクも随時ファンドに関連するこ

とを認識するべきである。これらのリスクの完全な記載については、「リスクに関する留意事項」を参照

のこと。

 

・アセット・アロケーション・リスク

・クラス・ヘッジ・リスク

・債務担保証券リスク

・コモディティ関連エクスポージャー・リスク

・転換およびハイブリッド証券リスク

・カウンターパーティー・リスク

・クレジット・リスク

・クレジット・リンク証券リスク

・不履行が発生した債務証券に関するリスク

・デリバティブ商品リスク

・株式リスク

・変動利付コーポレート投資リスク

・外国為替リスク

・ヘッジ戦略リスク

・利付証券リスク

・流動性リスク

・低格付けまたは投資不適格証券リスク

・市場リスク

・モーゲージおよびアセット・バック・証券リスク

・マルチ・マネージャー・リスク

・ポートフォリオ回転率リスク

・期限前償還リスク

・会社更生リスク

・中小企業リスク

・ソブリン債リスク

・仕組債リスク

・スワップ契約リスク

 

グローバル・エクスポージャー

バリュー・アット・リスク・アプローチ（絶対ＶａＲ）は、ファンドのグローバル・エクスポージャー

の計算に用いられる。

 

ファンドの予想レバレッジ水準は、300％になる。予想レバレッジ水準は、単なる見積もりであり、より

高いレバレッジ水準となることがある。使用されるレバレッジ計算方法は、想定額の合計である。これ

は、金融デリバティブ商品に関連する想定エクスポージャーを含むが、純資産総額の100％を構成するファ

ンドの原投資資産を含まない。

 

＜訂正後＞

（前略）
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クラス・ヘッジ・リスク

本投資法人は一定の投資証券クラス（以下「ヘッジ投資証券クラス」という。）に関連して為替ヘッジ

取引を行うことができる。ヘッジ取引は、可能な限り、投資家のために通貨リスクを低減することを意図

する。

ファンドの一または複数のクラスについて当該ヘッジ戦略を実施するために用いられる金融商品は、当

該ファンド全体の資産および／または負債とするが、関連するクラスに帰属し、関連する金融商品の収

益／損失および費用は、関連するクラスにのみ発生する。一クラスの為替エクスポージャーは、ファンド

の他のクラスのエクスポージャーと合算または相殺することはできない。一クラスに帰属する資産の為替

エクスポージャーは、他のクラスに割り当てられない。ヘッジは、ヘッジ投資証券クラスへのまたはヘッ

ジ投資証券クラスからの純投資フローの場合のように（英文目論見書の「ヘッジ投資証券クラス」の項で

さらに詳述する通り）少額のマージンで100％を超えることがあるが、クラスの為替ヘッジ取引の結果、意

図的なレバレッジは行われないものとする。この場合、指示が受諾された評価日の翌日または翌営業日ま

では、ヘッジ投資証券クラスの純資産価格に調整および反映されないことがある。

為替リスクをヘッジする試みが成功する保証はなく、ヘッジ戦略は為替リスクを完全に排除することは

できない。ヘッジ戦略が不完全または不成功の場合、ファンドの資産および収益の価額は、為替レートの

変動から影響を受け続ける可能性がある。

（中略）

リスクに関する留意事項

 

下記のリスクは、ファンドの主たるリスクである。投資者は、他のリスクも随時ファンドに関連するこ

とを認識するべきである。これらのリスクの完全な記載については、「リスクに関する留意事項」を参照

のこと。
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・アセット・アロケーション・リスク

・クラス・ヘッジ・リスク

・債務担保証券リスク

・コモディティ関連エクスポージャー・リスク

・転換およびハイブリッド証券リスク

・カウンターパーティー・リスク

・クレジット・リスク

・クレジット・リンク証券リスク

・不履行が発生した債務証券に関するリスク

・デリバティブ商品リスク

・株式リスク

・変動利付コーポレート投資リスク

・外国為替リスク

・ヘッジ戦略リスク

・利付証券リスク

・流動性リスク

・低格付けまたは投資不適格証券リスク

・市場リスク

・モーゲージおよびアセット・バック・証券リスク

・マルチ・マネージャー・リスク

・ポートフォリオ回転率リスク

・期限前償還リスク

・会社更生リスク

・中小企業リスク

・ソブリン債リスク

・仕組債リスク

・スワップ契約リスク

 

グローバル・エクスポージャー

バリュー・アット・リスク・アプローチ（絶対ＶａＲ）は、ファンドのグローバル・エクスポージャー

の計算に用いられる。

 

ファンドの予想レバレッジ水準は、300％になる。予想レバレッジ水準は、単なる見積もりであり、より

高いレバレッジ水準となることがある。使用されるレバレッジ計算方法は、想定額の合計である。これ

は、金融デリバティブ商品に関連する想定エクスポージャーを含むが、純資産総額の100％を構成するファ

ンドの原投資資産を含まない。

 

2018年８月21日を効力発生日として、以下が適用されます。

下記のリスクは、ファンドの主たるリスクである。投資者は、他のリスクも随時ファンドに関連するこ

とを認識するべきである。これらのリスクの完全な記載については、「リスクに関する留意事項」を参照

のこと。

 

・アセット・アロケーション・リスク

・クラス・ヘッジ・リスク
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・債務担保証券リスク

・コモディティ関連エクスポージャー・リスク

・転換およびハイブリッド証券リスク

・カウンターパーティー・リスク

・クレジット・リスク

・クレジット・リンク証券リスク

・不履行が発生した債務証券に関するリスク

・デリバティブ商品リスク

・株式リスク

・変動利付コーポレート投資リスク

・外国為替リスク

・ヘッジ戦略リスク

・利付証券リスク

・流動性リスク

・低格付けまたは投資不適格証券リスク

・市場リスク

・モーゲージおよびアセット・バック・証券リスク

・マルチ・マネージャー・リスク

・ポートフォリオ回転率リスク

・期限前償還リスク

・会社更生リスク

・中小企業リスク

・ソブリン債リスク

・仕組債リスク

・スワップ契約リスク

・実質的なレバレッジ・リスク

 

グローバル・エクスポージャー

バリュー・アット・リスク・アプローチ（絶対ＶａＲ）は、ファンドのグローバル・エクスポージャー

の計算に用いられる。

 

想定元本の合計を使って計算されたファンドの予想レバレッジの水準は、より高い想定元本の金融デリ

バティブが使われているため、1,000％に達する。レバレッジの水準は、ファンドが、短期および中期

（３ヶ月、２年、５年）のソブリン債先物（例えば、米国債の先物）のポジションを常に多く保有できる

ことを大きく反映する。なぜなら、これらの契約のボラティリティは、同じソブリン債（例えば、米国債

10年債）のより長期（10年）の先物契約のボラティリティよりもかなり低いためである。また、想定元本

の合計は、ヘッジ取引および金融デリバティブ商品の使用を伴うその他のリスク軽減戦略を含む金融デリ

バティブ・ポジションのネッティングを考慮していない。その結果、ロングとショートのポジションの組

み合わせに依拠する金融デリバティブ商品のロールオーバーと戦略は、レバレッジの水準の大幅な増加を

もたらす可能性があるが、ＵＣＩＴＳの規制に従って監視され、制限されるファンド全体のリスクは、増

加しないかまたは中程度の増加にとどまる可能性がある。

 

予想レバレッジ水準は推定値にすぎず、ポートフォリオ・マネジャーが裁量的戦略よりもシステマ

ティック・トレーディング戦略に対して高い確信を持っている場合には、一般的により高いレバレッジ水

準となることがある。これらの戦略は、一般的にボラティリティが低く、レバレッジの高い商品（金利先
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物を含むが、これに限定されない。）のトレンドの大きさ、ボラティリティおよびデュレーションが、レ

バレッジの小さい、一般的に高いボラティリティ商品（株式を含むが、これに限定されない。）よりも魅

力的である場合、市場環境においてより大きなレバレッジをかける傾向がある。これには、金融デリバ

ティブ商品に関連する想定エクスポージャーが含まれるが、純資産総の100％を構成するファンドの原投資

資産を含まない。
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第二部　外国投資法人の詳細情報

第４　関係法人の状況

１　資産運用会社の概況

（２）運用体制

＜訂正前＞

Ａ．管理会社

取締役会は、2014年１月15日付管理会社業務契約により、取締役会の監督の下、すべてのファンド

について管理事務、マーケティング、投資運用および助言業務を提供するために、フランクリン・テ

ンプルトン・インターナショナル・サービシズ・エス・エイ・アール・エルを管理会社として任命し

ている。管理会社は、投資運用業務を投資運用会社に委託している。

管理会社の取締役会は、2010年法第102条に基づき、デニス・ボス、Ａ．クレイグ・ブレア、および

マイク・ソマーを、管理会社の日々の業務について責任を負う執行役として任命している。

 

＜訂正後＞

Ａ．管理会社

取締役会は、2014年１月15日付管理会社業務契約により、取締役会の監督の下、すべてのファンド

について管理事務、マーケティング、投資運用および助言業務を提供するために、フランクリン・テ

ンプルトン・インターナショナル・サービシズ・エス・エイ・アール・エルを管理会社として任命し

ている。管理会社は、投資運用業務の一部または全部を投資運用会社に委託することができる。

管理会社の取締役会は、2010年法第102条に基づき、デニス・ボス、Ａ．クレイグ・ブレア、および

マイク・ソマーを、管理会社の日々の業務について責任を負う執行役として任命している。
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別紙Ｂ

 

定　　　義

＜訂正前＞

（前略）

「投資運用会社」
管理会社によって任命され、ファンドの資産の投資および再投資に

関する日々の運用を行う会社

「投資者」 直接またはノミニー構造を通じた本投資法人の投資証券の購入者

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

「投資運用会社」

管理会社によって任命され、ファンドの資産の投資および再投資に

関する日々の運用を行う会社をいう。該当するファンドの英文目論

見書中「ファンド情報、投資目的および投資方針」の項に記載され

ている通り、管理会社が一つまたは複数のファンドの投資運用の権

限を委託していない場合、投資運用会社は、（特に、該当するファ

ンドの投資運用の権限の履行のために、管理会社から支払われる報

酬に関連し）管理会社と解釈される。

「投資者」 直接またはノミニー構造を通じた本投資法人の投資証券の購入者

（後略）
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